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第 1章 計画策定にあたって
Ⅰ 計画の位置付け 

 北九州市の基本構想・基本計画である「元気発進！北九州」プランを実現する

ための分野別計画であり、生産者の高齢化、担い手不足等の課題、国や本市の政

策等を反映して、今後の農林水産業の具体的な方向性を示すものである。 

Ⅱ 計画の概要 

Ⅲ 計画の期間 

    平成２８年度～平成３２年度（５年間） 

実現

「北九州市農林水産業振興計画」（平成 28 年度～平成 32年度） 
～女性や若者が誇りを持てる産業と市民から愛される産地を目指して～ 

方向性 Ⅰ 安定供給の確保に向けて 

Ⅱ さらなるビジネスの推進に向けて 

Ⅲ 豊かで美しく活力ある地域づくりに向けて 

「元気発進！北九州」プラン

北九州市農林水産業振興計画（平成 23 年度～平成 27 年度）
  ◎農林水産業者の所得向上

◎環境首都を実現する農林水産業の振興

【 最終目標 】

○農林水産業者の所得向上を目指します 

○市民に新鮮で安全・安心な農林水産物を提供します 

○市民や地域から共感される農林水産業を目指します

－ 市の動き －
「北九州市新成長戦略」 

「北九州市まち・ひと・しごと 

創生総合戦略」

－ 引き継ぐ課題 － 
・生産者の高齢化 

・担い手不足 

・生産コスト増・低水準所得 

・豊かな暮らしへのニーズ増 

－ 国の動き －
「農林水産業・地域の活力 

創造プラン」改訂 

「都市農業振興基本法」制定 

「まち・ひと・しごと 

創生総合戦略」策定 
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Ⅳ ３つの方向性、４つの主要施策、これらを支える４つの推進施策 

北九州市農林水産業振興計画（平成28年度～平成32年度）

方向性Ⅰ

安定供給の確保に向けて

方向性Ⅱ

さらなるビジネスの推進に向けて

主要施策１ 多様な担い手の育成 

１ 担い手の育成 

２ 女性・若者の活躍支援 

３ 法人化や企業参入の支援 

主要施策２ 生産環境の整備

１ 生産基盤の整備 

２ 農地利用の最適化の推進 

３ 豊かな漁場づくり 

推進施策３ 

情報発信と市民とのふれあい

１ 各種イベントやメディア媒体の活用 

２ 農林水産業と市民との 

ふれあいの場づくり 

３ ロボット技術やＩＣＴ等先端技術の活用

推進施策４ 

危機回避機能の発揮

１ 自然災害に対する防災機能の強化 

２ 有害鳥獣による被害の防止 

３ 家畜疾病･伝染病の予防 

４ 赤潮･油流出等の被害の軽減

方向性Ⅲ

豊かで美しく活力ある地域づくりに向けて

推進施策２ 

幅広い分野との連携

１ 北九州都市圏域市町などとの連携

２ 医・福・学等との連携

主要施策３ ビジネス化の推進 

１ 農林水産物の戦略的生産支援

２ ６次産業化・農商工連携の推進

３ ブランド化の強化 

４ 輸出への取組み支援 

５ 再生可能エネルギーの活用 

主要施策４ 

 多面的機能の発揮 

１ 耕作放棄地対策 

２ 放置竹林・荒廃森林対策 

３ 多面的機能の啓発 

４ にぎわいの創出と 

シビックプライドの醸成

推進施策１ 

総合農事センターの積極的活用

１ 総合農事センターの機能強化 

２ 市民への農業に関する情報発信 


